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調査・研究活動
──二〇一四年度～二〇一五年度
　
平成二七 （二〇一五） 年度は、 二件の 「研究所プロジェクト」 、 一件の 「大
型研究（アジア文化） 」 、従来の班別研究など、多数の共同研究計画が展開された。【研究例会】アジア文化研究所
　
平成二六年度第二回公開研究例会での報告
招聘者
　
華中科技大学外国語学院日本語学科講師

王
　
浄華
期
　
間
　
二〇一五年三月二日～三月三
報告地
　
東京（東洋大学白山キャンパス）
＊右記の詳細については本号所収の「中国における日本文学教育の現状と課題─華中科技大学を事例として─」報告を参照。【研究所プロジェクト】「東アジア・東南アジアにおける西洋近代法と慣習法の関係に関する研究」計画による海外においての資料調査
　　　

研究員
　
後藤
　
武秀
期
　
間
　
二〇一五年三月一五日～三月一九日
調査地
　
中国（澳門）
　
マカオ中央図書館及び中国深セン市に立地する清華大学深セン研究生院
付置の香港マカオ研究センターにおいて珠江デルタ地帯における伝統中国の慣習法とマカオにおいて機能してきたヨーロッパ大陸法及び香港において機能してきたイギリス法の関係を調査する目的で出張した。香港マカオ研究センターでは、本研究所の朱大明客員研究員の紹介により同センター主任、清華大学文学院楊家慶副教授と面談、共同研究 可能性について検討した。同センターの蔵書を閲覧する便宜を図っていただいたので、空た時間を利用して閲覧した。マカオでは、中央図書館を訪問した。同図書館にはポルトガル統治時代からの資料が保存されており その一部を閲覧した。海外からの訪問者は珍しいようで 係員の親切な案内のおかげで、蔵書の概要を知ることができた。短期間 訪問ではあったが、珠江デルタ地帯の法状況研究の素地 作ることができ「グローバル化時代の境域社会における民族再編のダイナミクス─東南アジア・東アジアの地域間比較」計画による聞 取り調査
研究員
　
長津
　
一史
期
　
間
　
二〇一四年一二月一一日～一二月一三日
調査地
　
宮城県（気仙沼市）
「グローバル化時代の境域社会における民族再編のダイナミクス─東南アジア・東アジアの 域間比較」計画による追跡調査
客員研究員
　
宮下
　
良子
期
　
間
　
二〇一五年一月一七日～一月一九日
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調査地
　
大阪府（大阪市）
「グローバル化時代の境域社会における民族再編のダイナミクス─東南アジア・東アジアの 域間比較」計画による聞き取り調査
研究員
　
長津
　
一史
期
　
間
　
二〇一五年一月二六日～一月二八日
調査地
　
愛知県（名古屋市・岡崎市）
「グローバル化時代の境域社会における民族再編のダイナミクス─東南アジア・東アジアの 域間比較」計画による聞き取り調査
研究員
　
長津
　
一史
期
　
間
　
二〇一五年六月九日～六月一二日
調査地
　
宮城県（気仙沼市）
「グローバル化時代の境域社会における民族再編のダイナミクス─東南アジア・東アジアの 域間比較」計画による打合せ
研究員
　
長津
　
一史
期
　
間
　
二〇一五年七月一三日
調査地
　
静岡県（東海大学海洋学部）
「グローバル化時代の境域社会における民族再編のダイナミクス─東南アジア・東アジアの 域間比較」計画によるセミナーでの報告および調査
研究分担者
　
石井
　
正子

研究協力者
　
福武
　
慎太郎
期
　
間
　
二〇一五年一〇月二日～一〇月四日
調査地
　
台湾（台北）
「グローバル化時代の境域社会における民族再編のダイナミクス─東南アジア・東アジアの地域間比較」計画によるセミナーでの報告および調査
研究協力者
　
伊藤
　
眞

研究協力者
　
青山
　
和佳
期
　
間
　
二〇一五年一〇月二日～一〇月六日
調査地
　
台湾（台北） ・中国（厦門）
「グローバル化時代の境域社会における民族再編のダイナミクス─東南アジア・東アジアの 域間比較」計画による打合せおよび資料収集・勉強会
研究員
　
長津
　
一史
期
　
間
　
二〇一五年九月一四日～九月一六日
調査地
　
京都府・大阪府・愛知県
「グローバル化時代の境域社会における民族再編のダイナミクス─東南アジア・東アジアの 域間比較」計画による聞き取り調査
研究員
　
長津
　
一史
期
　
間
　
二〇一五年一〇月一三日～一〇月一五日
調査地
　
宮城県（気仙沼市）
「グローバル化時代の境域社会における民族再編のダイナミクス─東南ア
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ジア・東アジアの地域間比較」計画による調査
客員研究員
　
宮下
　
良子
期
　
間
　
二〇一五年一〇月二四日～一〇月二六日
調査地
　
京都府・大阪府
「グローバル化時代の境域社会における民族再編のダイナミクス─東南アジア・東アジアの 域間比較」計画による聞き取り調査
客員研究員
　
井出
　
弘毅
期
　
間
　
二〇一五年一一月一〇日～一一月一三日
調査地
　
山口県（下関） ・韓国（釜山）
「グローバル化時代の境域社会における民族再編のダイナミクス─東南アジア・東アジアの 域間比較」計画による調査
客員研究員
　
宮下
　
良子
期
　
間
　
二〇一五年一一月二五日～一一月二六日
調査地
　
岐阜県（観音寺）
「グローバル化時代の境域社会における民族再編のダイナミクス─東南アジア・東アジアの 域間比較」計画による学会参加および調査打合せ
研究員
　
長津
　
一史
期
　
間
　
二〇一五年一二月一一日～一二月一四日
調査地
　
京都府（京都国際会館・京都大学東南アジア研究所）
＊右記一三件の詳細については本号所収の「グローバル化時代の境域社会における民族再編 ダイナミクス─東南アジア・東アジアの地域間比較」報告を参照。「アジアにおける国境をまたぐ生活スタイルの研究─東アジア・東南アジア・南アジアの比較を中心に」主催の学術集会においての報告・討論招聘者
　
大阪教育大学教育学部教授

小林
　
和美
期
　
間
　
二〇一五年六月二七日～六月二八日
報告地
　
東京（東洋大学白山キャンパス）
「アジアにおける国境をまたぐ生活スタイルの研究─東アジア・東南アジア・南アジアの比較を中心に」主催の学術シンポジウムでの報告・討論招聘者
　
北九州市立大学法学部政策科学科教授

田村
　
慶子
　　　　
国立民族学博物館民族社会研究部准教授

太田
　
心平
期
　
間
　
二〇一五年七月二五日～七月二六日
報告地
　
東京（東洋大学白山キャンパス）
「アジアにおける国境をまたぐ生活スタイルの研究─東アジア・東南アジア・南アジアの比較を中心に」における海外での聞き取り調査
研究員
　
鈴木
　
佑記

大学院生
　
貝吹
　
一成
期
　
間
　
二〇一五年八月五日～八月一一日
調査地
　
タイ・カンボジア
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「アジアにおける国境をまたぐ生活スタイルの研究─東アジア・東南アジア・南アジアの比較を中心に」における海外での聞き取り調査
研究員
　
箕曲
　
在弘
期
　
間
　
二〇一五年八月五日～九月六日
調査地
　
タイ・ラオス・インドネシア
「アジアにおける国境をまたぐ生活スタイルの研究─東アジア・東南アジア・南アジアの比較を中心に」における海外での聞き取り調査
研究員
　
山本
　
須美子
期
　
間
　
二〇一五年八月一七日～八月二八日
調査地
　
インド・シンガポール
「アジアにおける国境をまたぐ生活スタイルの研究─東アジア・東南アジア・南アジアの比較を中心に」における海外での聞き取り調査
客員研究員
　
吉川
　
美華
期
　
間
　
二〇一五年九月一〇日～八月一八日
調査地
　
韓国（大田市・ソウル市）
＊右記六件の詳細については本号所収の「アジ における国境をまたぐ生活スタイルの研究─東アジア・東南アジア・南 の比較を中心に」報告を参照。「珠江デルタ地帯における西洋近代法と伝統的宗法の対立と同化に関する
研究」における海外での資料調査
研究員
　
後藤
　
武秀
期
　
間
　
二〇一五年八月一八日～八月二七日
調査地
　
中国（香港
･
深圳）
「珠江デルタ地帯における西洋近代法と伝統的宗法の対立と同化に関する研究」における海外での原稿整理の打合せ
研究員
　
後藤
　
武秀
期
　
間
　
二〇一五年一二月二三日～一二月三一日
調査地
　
中国・タイ
＊右記二件の詳細については本号所収の「珠江デルタ地帯における西洋近代法と伝統的宗法の対立と同化に関する研究」報告を参照。
